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九
月
二
十
六
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）
を
会

場
に
「
第
八
回
障
害
者
雇
用
フ
ォ
ー

ラ
ム
／
伊
勢
崎
支
部
・
桐
生
支
部
合

同
九
月
例
会
」
を
開
催
。
当
日
は
伊

勢
崎
・
桐
生
支
部
を
中
心
と
す
る
会

員
経
営
者
や
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
経
営

者
、
県
内
各
地
の
障
害
者
支
援
機
関

の
職
員
や
特
別
支
援
学
校
の
教
諭
な

ど
総
勢
五
十
八
名
が
集
ま
り
、
多
様

な
人
材
が
活
躍
で
き
る
企
業
づ
く
り

に
つ
い
て
学
び
合
い
ま
し
た
。

　

本
多
障
害
者
雇
用
委
員
長
／
伊
勢

崎
支
部
長
の
開
会
挨
拶
、
座
長
に
よ

る
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
趣
旨
説
明
に
続

き
、
就
労
移
行
支
援
事
業
を
手
掛
け

る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
㈱
・
西
村
妙
子
氏
を

講
師
に
招
い
て
「
変
わ
っ
て
い
る
社

員
は
使
え
ま
せ
ん
か
？
～
人
間
関
係

が
変
わ
る
意
識
と
人
と
の
関
わ
り
方

～
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

西
村
氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら

し
た
社
会
環
境
の
変
化
、
心
へ
の
影

響
な
ど
を
説
明
し
「
こ
れ
ま
で
以
上

に
他
者
理
解
と
関
わ
り
方
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
」と
指
摘
。
ま
た
、

変
わ
っ
て
い
る
社
員
と
言
わ
れ
る
方

の
特
徴
や
発
達
障
害

の
分
類
、
社
会
生
活

や
就
労
で
の
困
り
感

な
ど
を
踏
ま
え
、
同

社
が
就
労
支
援
に
携

わ
っ
た
事
例
と
関
わ

り
方
の
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
ま
と
め
で

西
村
氏
は
、
変
わ
っ

て
い
る
（
使
え
な
い

と
思
わ
れ
て
い
る
）

社
員
の
特
徴
を
改
め

て
確
認
し
た
上
で

「
と
か
く
人
間
は
出

来
な
い
こ
と
に
着
目

し
が
ち
。
本
人
と
周

囲
、双
方
向
の
乖
離
・

障
壁
を
な
く
す
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
か
」
と
参
加
者
に

投
げ
掛
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
「
変
わ
っ
て
い
る
人
と

ど
う
関
わ
っ
て
い
ま
す
か
？
」
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。

経
営
者
や
社
員
、
専
門
家
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
や
視
点
か
ら
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
変

わ
っ
て
い
る
の
定
義
に
つ
い
て
深
く

考
え
さ
せ
ら
れ
る
機
会
だ
っ
た
」「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
相
手
を

知
る
努
力
、
働
き
や
す
い
環
境
の
整

備
が
大
事
」「
一
人
一
人
の
社
員
を

理
解
し
、
お
互
い
に
認
め
合
え
る
関

係
性
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」「
個

性
を
生
か
す
の
は
難
し
い
が
、
そ
れ

が
で
き
る
会
社
が
選
ば
れ
、
繁
栄
す

る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

伊勢崎支部・桐生支部合同９月例会

変わっている社員は使えませんか？変わっている社員は使えませんか？
第８回障害者雇用フォーラム第８回障害者雇用フォーラム
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アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

素
敵
色
発
見
！
魅
力
的
に
変
身
！

素
敵
色
発
見
！
魅
力
的
に
変
身
！

��

鶴
の
花
部
会
勉
強
会

鶴
の
花
部
会
勉
強
会

　

女
性
経
営
者
、
社
長
夫
人
な
ど
立

場
の
違
う
人
同
士
、
同
じ
境
遇
の
人

同
士
で
交
流
し
、
深
く
学
び
合
え
る

場
を
作
り
活
動
す
る
鶴
の
花
部
会
で

は
、
二
カ
月
に
一
回
開
催
す
る
部
会

員
同
士
の
勉
強
会
を
九
月
二
十
七
日

（
水
）
に
「
あ
な
た
の
人
生
が
よ
り

色
付
く
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断
」

と
題
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
中
谷
知
子

さ
ん
と
、
色
彩
検
定
協
会
認
定
色
彩

講
師
の
河
田
歩
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
楽
し
く
パ
ー
ソ
ナ

ル
カ
ラ
ー
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ま
ず
、
講
師
よ
り
カ

ラ
ー
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
自
分
を

魅
力
的
に
見
せ
る
カ
ラ
ー
を
診
断
。

そ
の
後
、
自
分
の
カ
ラ
ー
に
合
っ
た

ス
カ
ー
フ
を
巻
き
、
ヘ
ア
メ
イ
ク
を

施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

診
断
で
は
ド
レ
ー
プ
と
い
う
布
を

使
い
、
比
較
を
繰
り
返
し
て
、
似
合

う
色
を
探
し
て
い
き
ま
す
。
同
系
色

で
も
微
妙
な
濃
さ
の
違
い
で
顔
の

印
象
が
、
明
る
く
見
え
た
り
、
暗

く
見
え
た
り
し
ま
し
た
。

　
「
自
分
に
似
合
う
カ
ラ
ー
が
わ

か
り
洋
服
選
び
の
参
考
に
し
た

い
、
メ
イ
ク
や
服
選
び
が
一
段
と

楽
し
く
な
る
」「
自
分
で
似
合
わ

な
い
と
思
っ
て
い
た
色
が
、
実
は

似
合
う
色
だ
と
知
っ
た
。
今
後
セ

ル
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
活
用
し
、

印
象
Ｕ
Ｐ
を
図
り
た
い
」
と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
魅
力
的
に
変
身
し
た
姿

で
全
員
で
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。

　

鶴
の
花
部
会
で
は
、
登
録
部
会

員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

我が社の賃金制度

富岡安中支部９月例会

　

九
月
二
十
一
日
（
木
）、
富
岡
市

障
害
学
習
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
富

岡
安
中
支
部
九
月
例
会
」
を
開
催
。

工
業
用
機
械
刃
物
の
設
計
・
製
作
・

販
売
を
手
掛
け
る
㈱
ビ
ッ
ト
、
代
表

取
締
役
・
柳
澤
哲
也
氏
（
富
岡
安
中

支
部
）
が
報
告
者
を
務
め
、「
我
が

社
の
賃
金
制
度
～
会
社
と
社
員
が
成

長
す
る
仕
組
み
づ
く
り
～
」
を
テ
ー

マ
に
経
営
実
践
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

自
身
の
入
社
直
後
の
様
子
を
振
り

返
っ
て
「
普
通
の
会
社
に
し
た
か
っ

た
」
と
語
る
柳
澤
氏
。
同
友
会
で
の

学
び
や
賃
金
診
断
な
ど
を
き
っ
か
け

に
「
ビ
ッ
ト
ウ
ェ
イ
（
指
針
書
）」

を
成
文
化
し
、
現
在
の
「
の
び
の
び

す
く
す
く
成
長
支
援
制
度
（
人
事
評

価
制
度
）」
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
道

の
り
、
あ
る
い
は
制
度
の
内
容
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
報
告
の
ま
と

め
で
は
「
人
事
評
価
制
度
は
社
員
と

経
営
者
が
一
体
と
な
っ
て
築
い
て
い

く
も
の
」と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
人
事
評
価
を
ど
う
考

え
ま
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
討
論
を
実
施
。「
ま
ず
は
経
営
理

念
を
は
じ
め
と
す
る
基
本
の
整
備
が

必
須
」「
時
間
は
か
か
る
が
、
誰
も

が
納
得
で
き
る
も
の
を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
」「
明
文
化
・
標
準
化
が
定

着
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
」
な
ど
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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結果に繋がる
� ブランディング

２
代
目
の
オ
レ
が
絶
対
会
社
を
変
え
て
や
る
！

ミ
ニ
ミ
ニ
相
互
支
援
会（
仮
）

渋川吾妻支部９月例会

太
田
支
部
９
月
例
会

沼
田
支
部
９
月
例
会

　

九
月
二
十
七
日
（
水
）、
渋
川
市

中
央
公
民
館
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻

支
部
九
月
例
会
」
を
開
催
。
企
業
の

ト
ー
タ
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を

手
掛
け
る
㈱Sunset film

s

、
代
表

取
締
役
・
井
埜
涼
太
氏
（
高
崎
支
部
）

が
「
結
果
に
繋
が
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
広
報
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
報
告

し
ま
し
た
。

　

井
埜
氏
は
、
自
己
紹
介
や
会
社
概

要
、
起
業
の
経
緯
な
ど
を
紹
介
し
た

後
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
基
本
的
な

考
え
方
や
意
義
な
ど
を
解
説
。
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
が
「
選
ば
れ
る
た
め
の

概
念
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
上

で
「
ま
ず
は
コ
ン
セ
プ
ト
（
ス
ト
ー

リ
ー
）
を
固
め
る
こ
と
が
大
事
。
目

指
す
方
向
が
明
確
に
な
っ
て
迷
わ
な

い
」
と
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
社

が
手
掛
け
た
四
つ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
例
を
、
そ
の
成
果
と
合
わ
せ
て

紹
介
し
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
自
社
の
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
こ
だ
わ
り
は
何
か
？
」
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。

「
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
う
誠
実
な

仕
事
」「
社
員
の
働
き
や
す
い
環
境

が
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
」「
経

営
者
の
思
い
を
言
語
化
・
成
文
化
す

る
こ
と
が
大
事
」
な
ど
、
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

沼
田
支
部
で
は
、
九
月
二
十
八
日

（
木
）
利
根
沼
田
文
化
会
館
を
会
場

に
「
ミ
ニ
ミ
ニ
相
互
支
援
会
（
仮
）」

と
題
し
て
、
参
加
者
の
課
題
に
寄
り

添
う
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
金
子
支
部
長
の
「
悩
み
や

課
題
を
相
談
さ
れ
た
際
に
、
つ
い
自

身
の
経
験
な
ど
か
ら
、
安
易
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
」
と
の

問
い
か
ら
始
ま
っ
た
本
例
会
で
は
、

ア
ド
バ
イ
ス
は
一
切
禁
止
で
進
行
し

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
課

題
発
表
者
と
質
問
を
す
る
人
に
分
か

　

太
田
支
部
は
、
九
月
二
十
一
日

（
木
）、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
太
田
を
会
場

に
支
部
例
会
を
開
催
。
金
型
の
放
電

加
工
及
び
電
極
加
工
な
ど
を
行
う
㈲

中
島
イ
ー
デ
ィ
ー
エ
ム
、
専
務
取
締

役
・
中
島
純
貴
氏
（
会
員
登
録
は
社

長
の
中
島
清
英
氏
）
が
、「
二
代
目

の
オ
レ
が
絶
対
会
社
を
変
え
て
や

る
！
～
創
業
者
の
父
へ
感
謝
を
形
に

変
え
る
チ
ャ
ン
ス
～
」
と
題
し
て
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
・
会
社
紹
介
に
続
き
、

同
友
会
と
の
関
わ
り
を
紹
介
し
た
中

島
氏
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
業
績
悪
化
を

受
け
、
何
と
か
し
よ
う
と
積
極
的
に

同
友
会
活
動
に
関
わ
る
中
で
の
気
付

き
を
「
学
び
は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ

ル
。
取
り
に
行
か
な
け
れ
ば
得
ら
れ

な
い
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。
報
告
の

最
後
は
「
皆
さ
ん
を
証
人
と
し
て
、

両
親
へ
の
感
謝
と
こ
れ
か
ら
の
決
意

表
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
何

か
を
成
し
遂
げ
た
い
と
い
う
強
い
意

志
が
感
じ
ら
れ
た
」「
感
謝
を
表
し
、

決
意
表
明
の
後
は
実
践
あ
る
の
み
、

数
年
後
の
報
告
を
期
待
す
る
」
と

い
っ
た
感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

れ
、
時
間
で
区
切
り
な
が
ら
全
員
が

課
題
を
打
ち
明
け
ま
し
た
。
初
め
こ

そ
「
そ
の
場
合
は
…
」
と
、
ア
ド
バ

イ
ス
的
な
発
言
も
有
り
ま
し
た
が
、

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
一
人
の
課
題
に

対
し
て
、
異
業
種
な
ら
で
は
の
質
問

も
飛
び
交
い
、
課
題
発
表
者
の
視
野

を
広
げ
る
時
間
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
最
終
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
た
シ
ー
ト
を

贈
り
、
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
例
会
の

幕
が
下
り
ま
し
た
。

　
「
質
問
す
る
難
し
さ
に
気
付
か
さ

れ
た
」「
見
落
と
し
て
い
た
ポ
イ
ン

ト
に
気
付
く
な
ど
、
異
業
種
の
方
の

視
点
は
重
要
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。
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利
益
が
○
○
％
上
が
る
！
健
幸
経
営

高
崎
支
部
９
月
例
会

い
で
創
業
し
た
丸
谷
氏
。
健
康
に
関

す
る
就
活
生
の
意
識
調
査
や
社
員
の

定
着
率
、
健
康
状
態
が
労
働
生
産
性

に
与
え
る
影
響
な
ど
に
つ
い
て
デ
ー

タ
を
も
と
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
山
口
氏
は
、
昼
間
の
眠
気

の
原
因
で
あ
る
血
糖
値
に
つ
い
て
解

説
。
食
べ
る
順
番
や
食
材
・
量
・
時

間
を
は
じ
め
、
適
切
な
会
議
設
営
の

時
間
、
労
災
発
生
と
眠
気
の
関
係
性

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
丸
谷
氏
は
「
人
を
生
か
す

経
営
に
と
っ
て
健
康
は
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
。
変
え
ら
れ
る
の
は
経
営
者

だ
け
な
の
で
、
皆
で
健
幸
経
営

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
」
と
参
加

者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
自
身
・
自

社
で
行
っ
て
い
る
健
康
法
」
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実

施
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

「
将
来
を
含
め
た
労
働
力
不
足

へ
の
対
策
と
し
て
必
須
の
内
容

だ
っ
た
」「
社
員
の
声
を
聞
い

て
健
幸
経
営
を
実
践
し
た
い
」

「
業
種
・
業
態
に
よ
っ
て
取
り

組
み
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
種
多

様
」
な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
日
（
水
）、
ビ
エ
ン
ト

高
崎
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）
を
会
場
に

「
高
崎
支
部
九
月
例
会
」を
開
催
。「
利

益
が
○
○
％
上
が
る
！
健
幸
経
営
～

従
業
員
の
健
康
促
進
に
経
営
成
長
の

ヒ
ン
ト
あ
り
!!
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

㈱
Ｌ
ｏ
ｃ
ｏ
Ｘ
、
代
表
取
締
役
・
丸

谷
康
平
氏
（
埼
玉
同
友
会
）、
パ
ー

ソ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

山
口
柚
美
氏
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

医
大
勤
務
時
代
の
激
務
に
よ
っ
て

適
応
障
害
と
診
断
さ
れ
た
経
験
か
ら

「
働
く
人
を
助
け
た
い
。
自
分
の
よ

う
な
人
を
減
ら
し
た
い
」
と
い
う
思

今だから知っておきたい
� 事業承継のイロハ

前橋支部９月例会

　

前
橋
支
部
で
は
、
九
月
二
十
二
日

（
金
）、
前
橋
市
中
央
公
民
館
を
会
場

に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
今

だ
か
ら
知
っ
て
お
き
た
い
事
業
承
継

の
イ
ロ
ハ
～
今
を
見
つ
め
て
確
か
な

未
来
へ
～
」
と
題
し
て
、
㈱
ｓ
ｋ
ｙ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
、
代
表
取
締
役
・
横
須
賀
巧
哉
氏

（
渋
川
吾
妻
支
部
）
が
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
経
験
し
た
実
体
験
も

交
え
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

横
須
賀
氏
は
、
各
種
デ
ー
タ
か
ら

読
み
取
れ
る
事
業
承
継
の
現
状
と
課

題
を
分
析
し
た
後
に
、親
族
内
承
継
、

従
業
員
な
ど
へ
の
承
継
、
Ｍ
＆
Ａ
そ

れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

を
紹
介
。
さ
ら
に
、
株
式
の
重
要
性

と
問
題
に
な
る
貸
借
対
照
表
を
事
例

を
も
と
に
説
明
し
ま
し
た
。
一
例
会

で
ま
と
め
る
に
は
時
間
が
足
り
な
い

テ
ー
マ
で
し
た
が
、
現
状
を
把
握
し

課
題
を
抽
出
し
て
計
画
を
立
て
定
期

的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
事
業

承
継
に
お
け
る
優
先
順
位
や
計
画
作

成
の
役
に
立
つ
内
容
だ
っ
た
」「
継

ぐ
側
、
継
が
せ
る
側
の
話
し
合
い
が

大
事
。
第
三
者
を
交
え
て
話
す
こ
と

も
大
切
だ
と
感
じ
た
」
と
い
っ
た
感

想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【展示や模擬店Ｇメッセで交流】
� 中央カレッジグループ
　中央カレッジグループ（代表理事長・中島利郎氏／前
橋支部所属）が運営する専門学校など11校の合同学園祭

「かわせみ祭り」が30日、高崎市のＧメッセ群馬で開か
れた。情報通信技術、経理、農業、歯科衛生など、各校
で多様な分野を学ぶ学生約1500人の成果を結集した展示
ブースや模擬店が並び、多くの人が訪れた。
　学生間の交流を図るとともに、グループの一体感を高
めることなどを目的に昨年から合同学園祭を開催。食べ
物が食卓に上がるまでをすごろくで学べるコーナーやイ
ラスト紹介など27の展示ブース、49の模擬店を設けたほ
か、お笑いライブも企画した。 ［10 ／１付上毛］

【市長が学生に講義】
� 共愛学園前橋国際大学
　共愛学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋支部
所属）が前橋市の職員を講師に招く講義で３日、山本龍
市長が初めて講師を務めた。市内のキャンパスで同市の
未来を見据えた施策などを紹介し、学生ら約150人が聞
き入った。
　山本市長は公共交通の収益減や一部の過疎化など、同
市が抱える課題を説明。８～９月に試行した週休３日制
や、人に代わって業務を担うＡＩの可能性に触れた。若
者と高齢者が餅つきで交流した事例も取り上げ「皆さん
が地域に加わるだけで価値が生まれる」と呼びかけた。
学生らは働き手確保やまちづくりなどについて質問を重
ねた。
　地域課題やその解決に向けた取り組みへの理解を深め
てもらおうと、2015年度に始まり、市は職員を無償派遣
している。 ［10 ／４付上毛］

【新感覚SAKE珈琲を】
� ㈱大和屋
　日本酒に漬け込んだコーヒー豆を焙煎した「SAKE珈
琲」の発売を記念したイベントが６日、県庁32階の官民
共創スペース「ネツゲン」で開かれた。共同開発したコー
ヒー製造販売の㈱大和屋（取締役会長・平湯正信氏／高
崎支部所属）と浅間酒造（長野原町）、永井酒造（川場村）
の関係者らが開発の経緯や商品の魅力を語り、新感覚の
コーヒーを紹介した。
　浅間酒造とコラボレーションした「秘幻」は、18年熟
成の同銘柄に果実味のある酸味が強い「グアテマラ」を
組み合わせた豊かな香りが特徴。永井酒造とコラボした

「水芭蕉」は、軽い口当たりの「ブラジル」と同銘柄を
合わせ、すっきりとした味わいに仕上げた。どちらもノ
ンアルコールで楽しめる。
　大和屋の呼びかけに両酒造が賛同し、日本酒と相性の
良いコーヒーを選んだ。平湯聡社長は「互いの風味が成
り立つ味を大事にした」と説明。浅間酒造の桜井武社長
は「思いもしないコラボで魅力ある完成形になった。群
馬の土産物にもなる」と期待した。
 ［10 ／７付上毛］

【取引先の人手不足解消】
� しののめ信用金庫
　群馬県内の信用金庫で、取引先の人手不足対策を強化
する信金が増えている。しののめ信用金庫（理事長・横
山慶一氏／富岡安中支部所属）は人材紹介の専任担当者

を置き、企業の求人票まで作成する。
　しののめ信金は2022年10月に厚生労働省から有料職業
紹介事業の許可を得て、23年度から人材紹介に本腰を入
れ始めた。同事業の許可を取得すると、企業の求人や求
職者の情報を集めて雇用の成立まであっせんすることが
できる。求人ニーズの具体的な項目を聞き、求人票の作
成もできるようになる。
　同信金は法人営業部内に人材紹介の専任担当者を２人
配置。営業担当の企業訪問に同行するなどして、どういっ
た人材が必要か、どれほどの給与を払えるかなどの情報
を聞き取り、自前で求人票の作成を行う。求人票は提携
する人材会社につなぎ、紹介した求人によって採用に至
れば、人材会社が得た報酬の一部を手数料として得る。
 ［10 ／ 12付日経］

【新たな時代へ種　40年記念式典】
� 新島学園短期大学
　新島学園短期大学（学長・岩田雅明氏／高崎支部所属）
開学40周年記念式典が14日、高崎市文化会館で開かれた。
学生や関係者ら約450人が教育モットーである「真理・
正義・平和」の精神を再確認し、さらに深めていく決意
を新たにした。
　湯浅康毅理事長・学園長は「新たな時代を育む種をま
きたい」と式辞を述べた。岩田雅明学長は短大を取り巻
く環境が厳しいとした上で「（短大の）２年間の新たな
可能性を追求したい」と意欲を示した。
　賛美歌が歌われ、聖書朗読や祈祷も行われる厳かな雰
囲気の中、40周年を祝った。
　新島学園中学・高校の卒業生で東京大ビッグバン宇宙
国際研究センター教授の横山順一さんが「宇宙：はじま
りと終わり」と題して記念講演した。
 ［10 ／ 15付上毛］

【ステージ発表や異文化体験展示】
� 共愛学園前橋国際大学
　共愛学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋支部
所属）の学園祭「シャロン祭」が14日、前橋市小屋原町
の同大で始まった。学生がステージ発表や屋内展示、模
擬店を通して普段の学業や努力の成果を見せている。15
日まで。
　ステージではバンドやアカペラグループが出演。屋内
では、学生が恒例の海外フィールドワークで訪れた米国
ハワイや韓国で学んだ文化や生活、歴史についてまとめ
たパネルを展示している。
　４年ぶりにコロナ前の形で開くため学生の経験値が少
なく、「No Border」を掲げて学年や学部コースの区別
なく力を合わせて準備した。 ［10 ／ 15付上毛］

【コーヒーマドレーヌ　富実生と開発】
� ㈱大和屋
　富岡実業高生とコーヒー製造販売の㈱大和屋（取締役
会長・平湯正信氏／高崎支部所属）が、同社の独自ブレ
ンドを使用したコーヒーマドレーヌを開発し、21日に大
和屋高崎吉井店で限定販売する。同校のマドレーヌの製
造・販売経験を生かし、レシピの一部を変えて開発。本
格的なコーヒーの香りが口いっぱいに広がり、円形の手
のひらサイズで食べ応えもある。
　両者のコラボレーション企画は昨年のコーヒーパンに
続き２品目。試験的にコーヒーマドレーヌも作っていた
ため、地域産業科の２年生７人が当時の配合を参考にし
て完成させた。 ［10 ／ 19付上毛］
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日
時　

十
月
三
日
（
火
）

※ 

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
杉

﨑
、阿
久
戸
、吉
池
、理
事
／
小
板
橋
、

山
﨑
、
提
箸
、
本
多
、
小
林
、
山
口
、

佐
藤
、高
屋
敷
、渡
辺
、小
池
、鈴
木
、

周
藤
、
神
保
、
金
子
、
池
沢
、
佐
藤
、

茂
原
、阿
久
戸
、中
西
、関
口
、石
原
、

事
務
局
／
竹
内（
役
員
計
二
十
六
名
）

【
議　

事
】

　

阿
久
戸
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ

と
め
、町
田
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
六
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

① 

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会

議
の
参
加
報
告
が
田
村
代
表
理
事

第６回

よ
り
あ
り
ま
し
た
。

② 

中
同
協
共
同
求
人
・
社
員
教
育
合

同
委
員
会
の
参
加
報
告
が
杉
崎
副

代
表
理
事
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

③ 

第
五
十
一
回
青
年
経
営
者
全
国
交

流
会
（
広
島
）
の
参
加
報
告
が
高

屋
敷
青
年
部
長
よ
り
あ
り
ま
し

た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
伴
う

群
馬
同
友
会
の
対
応
に
つ
い
て

　

中
同
協
の
検
討
資
料
、専
門
家（
高

崎
支
部
長
・
鈴
木
氏
）
の
意
見
を
も

と
に
審
議
し
、
群
馬
同
友
会
と
し
て

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
は

当
面
行
わ
な
い
こ
と
を
承
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

も
、
改
め
て
専
門
家
の
協
力
を
得
て

進
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

２
．
五
〇
周
年
記
念
誌
の
広
告
協
力

要
請
と
予
算
に
つ
い
て

　

佐
藤
広
報
Ｍ
Ｓ
委
員
長
よ
り
、
協

賛
広
告
の
申
込
状
況
の
確
認
と
再
度

の
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

記
念
誌
の
体
裁
と
予
算
に
つ
い
て
も

提
案
が
あ
り
、
各
理
事
か
ら
出
さ
れ

た
意
見
を
も
と
に
一
部
変
更
の
上
、

こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

３
．
経
営
研
究
集
会
の
役
割
分
担
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
つ
い
て

　

山
口
実
行
委
員
長
よ
り
、

二
〇
二
三
経
営
研
究
集
会
の
役
割
分

担
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
つ
い
て
確
認
・

提
案
が
あ
り
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
改
め
て
参
加
協
力
依
頼

と
各
支
部
へ
の
グ
ル
ー
プ
長
候
補
選

出
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

４
．
新
年
度
の
理
事
選
考
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
推
薦
依
頼
に
つ
い
て

　

新
年
度
の
理
事
選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
組

織
へ
理
事
候
補
者
の
推
薦
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。

５
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
退
会
者
三
名

を
承
認
。
会
員
数
は
五
三
七
名
と
な

り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
そ
の
他

１
．
第
七
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
は
杉

﨑
副
代
表
理
事
が
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
十
一
月
七
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社


